
 No.    

1. 基本情報 

SA 1 回答する立場を教えてください ・職場部署の立場 

・個人の立場 

 

SA 2 あなたは薬学教育についてどの程度知っています

か 

・６年制と４年制の違いがよくわかる 

・６年制と４年制の違いがたいだいわかる 

・６年制と４年制の違いがわからない 

 

SA 3 あなたの所属を教えてください ・製薬会社 

・臨床試験支援企業 

・非臨床試験受託企業 

・医薬品製造受託企業 

・病院 

・行政など 

・国公私立大学薬学部 

・国公私立大学 (薬学部以外) 

 

SA 3-1-1 あなたの所属する企業の従業員数を教えてください ・1,000人以下 

・1,001人～3,000人 

・3,001人以上 

Q3「製薬企業」 

SA 3-1-2 あなたの所属する企業は国内研究所を保有してい

ますか 

・保有している 

・保有していない 

Q3「製薬企業」 

SA 3-1-3 あなたの所属する部署を教えてください ・創薬研究 

・CMC・生産研究 

・臨床開発 

・生産・品質管理 

・信頼性保証 

・薬事 

・PV (pharmaco vigilance) 

・MA (medical affairs) 

Q3「製薬企業」 



・その他 

FA 3-1-3-2 具体的に内容を記入してください  Q3-1-3「その他」 

SA 3-2 あなたの所属する部署を教えてください ・SMO 

・CRO 

・その他 

Q3「臨床試験支援企

業」 

FA 3-2-2 具体的に内容を記入してください．  Q3-2「その他」 

SA 3-3 あなたの所属する部署を教えてください ・CRO 

・トランスレーショナルリサーチ 

・その他 

Q3「非臨床試験受託

企業」 

FA 3-3-2 具体的に内容を記入してください．  Q3-3「その他」 

SA 3-4 あなたの所属する部署を教えてください ・製造 

・QA 

・QC 

・その他 

Q3「医薬品製造受託

企業」 

FA 3-4-2 具体的に内容を記入してください．  Q3-4「その他」 

SA 3-5 あなたの所属する部署を教えてください ・治験担当部 

・薬剤部 

・その他 

Q3「病院」 

FA 3-5-2 具体的に内容を記入してください．  Q3-5「その他」 

SA 3-6-1 あなたの所属する機関を教えてください ・厚生労働省 

・文部科学省 

・特許庁 

・PMDA 

・国立医薬品食品衛生研究所 

・医薬基盤・健康・栄養研究所 

・日本医療研究開発機構（AMED） 

・国立感染症研究所 

・その他（自由記述） 

Q3「行政など」 



FA 3-6-2 あなたの所属する部署を教えてください  Q3「行政など」 

SA 3-7-1 あなたの立場を教えてください ・教員 

・学生 

Q3「国公私立大学薬

学部」「国公私立大学

薬学部以外」 

SA 3-7-2 あなたの肩書を教えてください ・教授 

・准教授 

・講師 

・助教 

・その他 

Q3-7-1「教員」 

FA 3-7-2-2 具体的に内容を記入してください．  Q3-7-2「その他」 

SA 3-7-3 あなたの肩書を教えてください ・D1 

・D2 

・D3 

・D4 

・D5 以上 

Q3-7-1「学生」 

SA 4 あなたの性別を教えてください ・男 

・女 

・答えたくない 

Q1「個人の立場」 

SA 5 あなたの年齢を教えてください ・29歳以下 

・30歳代 

・40歳代 

・50歳代 

・60歳代 

・70歳以上 

 

FA 6 現在の部署に就いてからの経験年数を教えてくだ

さい 

 Q1「個人の立場」か

つ Q3-7-1「学生」で

はない 

SA 7 あなたがお持ちの学位を教えてください ・博士 Q1「個人の立場」 



・修士 

・学士 

・準学士（高専・短大など） 

SA 7-1 専攻分野を教えてください ・薬学(４年制) 

・薬学(３年制旧カリキュラム) 

・薬科学（３年制） 

・医学 

・歯学 

・獣医学 

・理学 

・工学 

・農学 

・その他 

Q7「博士」 

FA 7-1-2 具体的に内容を記入してください．  Q7-1「その他」 

SA 7-2 専攻分野を教えてください ・薬学(旧カリキュラム) 

・薬科学 

・理学 

・工学 

・農学 

・その他 

Q7「修士」 

FA 7-2-2 具体的に内容を記入してください．  Q7-2「その他」 

SA 7-3 専攻分野を教えてください ・薬学(6年制) 

・薬学(4年制) 

・薬科学 

・医学 

・歯学 

・獣医学 

・理学 

Q7「学士」 



・工学 

・農学 

・その他 

FA 7-3-2 具体的に内容を記入してください．  Q7-3「その他」 

SA 8 あなたが大学を卒業した際の「学部」を教えてくださ

い 

・薬学(6年制) 

・薬学(4年制) 

・医学 

・歯学 

・獣医学 

・理学 

・工学 

・農学 

・その他 

Q1「個人の立場」 

FA 8-2 具体的に内容を記入してください．  Q8「その他」 

MA 9 あなたが有している国家資格を教えてください ・薬剤師 

・医師 

・歯科医師 

・獣医師 

・看護師 

・放射線取扱主任者 

・危険物取扱者 

・臨床検査技師 

・その他 

Q1「個人の立場」 

FA 9-2 具体的に内容を記入してください．  Q9「その他」 

  



2. 学ぶべき内容と時期（６年制課程） 

  日本の創薬力を強化する観点でお答えください． 

第一回アンケートで「創薬概論・実例を対象にした創薬過程の体験」と「AI 技術の活用」について企業と大学で重視する度合い

に差があることがわかりました．  

 

問２：「６年制と４年制 

の違いがよくわかる」 

または 

「６年制と４年制の違

いがたいだいわかる」 

 10 薬学部６年制課程の教育における「創薬概論・実例を対象にした創薬過程の体験」に関する下記項目についてあなたのお考え

を聞かせてください 

1. ディスカバリー（創薬シーズ探索・発掘） 

 



2. デベロップメント（臨床試験，市販後対策） 

3. マニュファクチャリング（CMC，製造工程管理，品質保証等） 

SA 10-1 上記三項目をすべて教える必要があると思いますか ・はい 

・いいえ 

 

FA 10-2 上記 1～3 に大学で教える際の優先順位をつける場合，優先

順位の高い順に記入してください 

 Q10-1「はい」 

FA 10-3 上記 1～3から必要な項目を記入してください  Q10-1「いいえ」 

マトリクス 11-1 「AI 技術の活用」に関する下記項目について，薬学部６年制課程において最も学ぶべき時期はどの教育課程だと思いますか

（各項目について１つずつ選択） 

 

    学部 博士 (４年

制) 

 

就職後 学修する

必要はな

い 

わか ら な

い 

数理基礎 微積分（最適化、数値計算）      

線形代数（行列分解、固有

値、正定値性） 

     

確率・統計（確率分布、検

定、ベイズ推定） 

     

プログラミング基礎 プログラミング基礎言語

（Python、R） 

     

データクリーニング・前処理      

データ可視化      

バイオ統計 試験デザイン（RCT、非劣

性、同等性） 

     

例数設計      

データマネジメント（欠損値

処理、多重比較） 

     

生存時間分析      

機械学習 いろいろな方法（教師あり学      

 



習、教師なし学習） 

モデル評価（評価方法、評

価指標） 

     

ファーマコメトリクス 

 

（混合効果モデル、ベイズ推

定、MCMC） 

     

ケモインフォマティクス （化合物表現、QSAR、最適

化） 

     

バイオインフォマティクス （ゲノム解析、ネットワーク生

物学） 

     

生成 AI 生成 AIと大規模言語モデル

の概要 

     

生成 AI・LLM の利用に関

するリテラシー / 情報セキ

ュリティ 

     

開発運用スキル（プロンプト

設計、マルチモーダルAI、AI

ガバナンス） 

     

創薬応用（文献解析、分子

生成、タンパク質構造予測） 

     

医療 DX ビッグデータ活用、ヘルステ

ック、個別化医療、倫理 

     

 

 

FA 11-2 「AI 技術の活用」について上記項目以外で大学で学んでほしい項目があれば学習時期とともにお答えください．  

  



3．学ぶべき内容と時期（4年制課程） 

 12 薬学部４年制課程の教育における「創薬概論・実例を対象にした創薬過程の体験」に関する下記項目についてあなたのお考え

を聞かせてください 

1. ディスカバリー（創薬シーズ探索・発掘） 

2. デベロップメント（臨床試験，市販後対策） 

3. マニュファクチャリング（CMC，製造工程管理，品質保証等） 

 

SA 12-1 上記三項目をすべて教える必要があると思いますか ・はい 

・いいえ 

 

FA 12-2 上記 1～3 に大学で教える際の優先順位をつける場合，優先

順位の高い順に記入してください 

 Q12-1「はい」 

FA 12-3 上記 1～3から必要な項目を記入してください  Q12-1「いいえ」 

マトリクス 13-1 日本の創薬力を強化する観点でお答えください。「AI 技術の活用」に関する下記項目について，薬学部４年制課程において最

も学ぶべき時期はどの教育課程だと思いますか（各項目について１つずつ選択） 

問２：「６年制と４年制 

の違いがよくわかる」 

または 

「６年制と４年制の違

いがたいだいわかる」 

    学部 修士課程 博 士 課

程 

就職後 学修する

必要はな

い 

わからな

い 

数理基礎 微積分（最適化、数値計

算） 

      

線形代数（行列分解、固

有値、正定値性） 

      

確率・統計（確率分布、検

定、ベイズ推定） 

      

プログラミング基礎 プログラミング基礎言語

（Python、R） 

      

データクリーニング・前処       



理 

データ可視化       

バイオ統計 試験デザイン（RCT、非

劣性、同等性） 

      

例数設計       

データマネジメント（欠損

値処理、多重比較） 

      

生存時間分析       

機械学習 いろいろな方法（教師あり

学習、教師なし学習） 

      

モデル評価（評価方法、

評価指標） 

      

ファーマコメトリクス 

 

（混合効果モデル、ベイズ

推定、MCMC） 

      

ケモインフォマティク

ス 

（化合物表現、QSAR、最

適化） 

      

バイオインフォマティ

クス 

（ゲノム解析、ネットワー

ク生物学） 

      

生成 AI 生成 AI と大規模言語モ

デルの概要 

      

生成 AI・LLM の利用に

関するリテラシー / 情報

セキュリティ 

      

開発運用スキル（プロン

プト設計、マルチモーダル

AI、AIガバナンス） 

      

創薬応用（文献解析、分

子生成、タンパク質構造

      



予測） 

医療 DX ビッグデータ活用、ヘルス

テック、個別化医療、倫理 

      

 

FA 13-2 「AI 技術の活用」について上記項目以外で大学で学んでほしい項目があれば学習時期とともにお答えください． 

  



4．学ぶべき内容と時期 

  日本の創薬力を強化する観点でお答えください． 

第一回アンケートで「創薬概論・実例を対象にした創薬過程の体験」と「AI 技術の活用」について企業と大学で重視する度合

いに差があることがわかりました．  

 

 

 

 

問２：「６年制と４年

制 

の違いがわからな

い」 



 14 「創薬概論・実例を対象にした創薬過程の体験」に関する下記項目についてあなたのお考えを聞かせてください 

1. ディスカバリー（創薬シーズ探索・発掘） 

2. デベロップメント（臨床試験，市販後対策） 

3. マニュファクチャリング（CMC，製造工程管理，品質保証等） 

 

SA 14-1 上記三項目をすべて教える必要があると思いますか ・はい 

・いいえ 

 

FA 14-2 上記 1～3 に大学で教える際の優先順位をつける場合，優先

順位の高い順に記入してください 

 Q14-1「はい」 

FA 14-3 上記 1～3から必要な項目を記入してください  Q14-1「いいえ」 

マトリクス 15-1 「AI 技術の活用」に関する下記項目について，薬学部に所属する学生が最も学ぶべき時期はどの教育課程だと思いますか

（各項目について１つずつ選択） 

 

    学部 大学院 

 

就職後 学修する

必要はな

い 

わからな

い 

数理基礎 微積分（最適化、数値計算）      

線形代数（行列分解、固有

値、正定値性） 

     

確率・統計（確率分布、検

定、ベイズ推定） 

     

プログラミング基礎 プログラミング基礎言語

（Python、R） 

     

データクリーニング・前処理      

データ可視化      

バイオ統計 試験デザイン（RCT、非劣

性、同等性） 

     

例数設計      

データマネジメント（欠損値

処理、多重比較） 

     

 



生存時間分析      

機械学習 いろいろな方法（教師あり学

習、教師なし学習） 

     

モデル評価（評価方法、評

価指標） 

     

ファーマコメトリクス 

 

（混合効果モデル、ベイズ推

定、MCMC） 

     

ケモインフォマティクス （化合物表現、QSAR、最適

化） 

     

バイオインフォマティクス （ゲノム解析、ネットワーク生

物学） 

     

生成 AI 生成AIと大規模言語モデル

の概要 

     

生成 AI・LLM の利用に関

するリテラシー / 情報セキ

ュリティ 

     

開発運用スキル（プロンプト

設計、マルチモーダルAI、AI

ガバナンス） 

     

創薬応用（文献解析、分子

生成、タンパク質構造予測） 

     

医療 DX ビッグデータ活用、ヘルステ

ック、個別化医療、倫理 

     

 

FA 15-2 「AI 技術の活用」について上記項目以外で大学で学んでほしい項目があれば学習時期とともにお答えください．  

  



5．薬学教育への期待・課題について 

FA 16 第一回アンケートで「日本の創薬力強化のために薬学教育に期待すること」について「研究環境・研究時間の確保」との回答

が多い結果となりました．下記の前回集計結果を参考に、この点について改めてご意見をお寄せください．また薬学教育にお

ける研究環境・研究時間の確保のための具体的な方策があればご記入ください． 

 

 

  



FA 17 第一回アンケートで「日本の創薬力強化のために薬学教育の課題と感じていること」について「臨床薬剤師養成への偏重」と

の回答が多いことがわかりました．下記の前回集計結果を参考に、この点について改めてご意見をお寄せください．また創薬

（基礎研究・治験・製造・品質保証など）科学人材を薬学部で養成するための具体的な方策があればご記入ください． 

 

 

 


